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病院事業管理者 須藤泰史 
 

明けましておめでとうございます。地域の皆様には、晴れやかに新しい年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。 

さて、今年、半田病院は、地域の皆様が安心して快適に健診をお受けして頂ける

ように健診室を拡充し、4月から皆様にご利用していただけることと思います。ま

た、4月からは新しく、総合診療科と腎臓内科に医師を常勤化して皆様のご要望に

お応えできる環境を整えてまいります。 

これからも病院の理念 “安心と信頼 そして 地域と共に歩む” をモットー

に皆様から愛される病院でいられる様に職員一同頑張る所存です。ただ、職員が頑

張るだけでは病院は良くなりませんし、地域医療を守ることもできません。今一

度、地域の皆さんの更なるご協力・ご支援をお願いいたしまして、新年のご挨拶と

させて頂きます。本年も、どうぞ宜しくお願い申し上げます。  
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病院長 中園雅彦 
 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、爽やかな新春をお迎えのことと心よりお喜び申し上げます。

昨年は能登半島地震が発生し、世界ではウクライナ侵攻、ガザ侵攻による戦争の継続

という不幸な状況から始まりました。被災された皆様へ心よりのご冥福とお見舞い

を申し上げます。夏にはパリで、アーティスティックなオリンピック、パラリンピッ

クが開催され、日本人選手の活躍、その後はメジャーリーグの大谷翔平選手の大記録

は、心躍るものがありました。 

さて半田病院では、昨年も2人内科医師が辞職し医師不足が継続していましたが、

消化器内科医師が希望して来ていただき、今年 4 月にも 2 人内科系医師が来てくれ

る予定です。まだまだ専門分野も限られており医師不足の状態ではありますが、新し

く来ていただける医師達を含め、可能な限り皆様の必要とされる病院であろうと考

えています。もちろん当院で対応できない場合には高次医療へ紹介いたします。そし

て今年度、健診センターのリニューアルを行います。健診は未病、つまり長期入院治

療が必要となる病気等を早期に発見します。これにより皆様の生活を守り、健康寿命

を延ばしたいと考えています。是非、健診を受けて頂き、ご自分の体の状態を知って

いただき、今後の生活にお役立て下さい。 

皆様にはご不便をおかけすることも多々ありますが、地域になくてはならない病

院として、皆様が健やかにお過ごし頂けますよう、今いる職員一同、一丸となって努

力を続ける所存です。 今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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事務長 丸笹寿也 
 

病院職員の皆さま、関係者の方々、それぞれに輝かしい健やかな新年をお迎えのことと存じま

す。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 私自身のご報告ですが、役場からの出向辞令をいただき、半田病院で勤務をするようになっ

て、今年で十年目を迎えることとなりました。役場での勤務時代は防災関係も担当していたこと

から、就任当時のあいさつで【「居安思危 思則有備 有備無患（こあんしき しそくゆうび ゆ

うびむかんと読む）」安きにありて危うきを思う 思えばすなわち備えあり 備えあれば患い無し

の精神で頑張りますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。】などと偉そうなことを書いて

おりました。今も状況には大きな変化はありません。東日本大震災の時に、よく「想定外」との

言葉が使われ、それ以後「最悪のことを想定し・・。」と使われてきました。同じような言葉で

「悲観的に準備し、楽観的に行動せよ」というのもあります。計画を立てる段階では最悪の事態

を想定しながら準備を怠らないようにし、お先真っ暗のようなメンタリティーを持って、ことを

進めるのです。そして、いざそれを実行する段階では、何の迷いもなく自信をもって対応しま

す。途中で何かトラブルが発生したとしても、そのリスクは計画段階で織り込み済みであるの

で、想定の範囲内として処理していくのです。とはいうものの、そんなにうまくいくはずはな

く、かと言って、修行のように「石の上にも三年」といった悠長なことも言っておれません。 

「♪～きっと何年たっても こうしてかわらぬ気持ちで 過ごしてゆけるのね 

あなたとだから ずっと心に描く 未来予想図は  

ほら 思ったとおりに かなえられてく～♪」 

半田病院の素晴らしい未来予想図が完成するように、倍旧のご理解とご支援を賜りますようお

願いを申し上げます。 

 

                      看護部長 寒川 忍 
 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様には、健やかな新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。また、昨年中は地域の皆

様より温かいご支援やご理解を賜り熱くお礼申し上げます。 

 さて、昨年のご挨拶では諺の「一竜一猪（いちりょういっちょ）」を例に挙げ努力して学び、半

田病院職員が一丸となって「竜」を目指すことを表明しておりました。また、少子高齢化・多様化

社会の中において、地域住民の皆様や地域医療機関の方々との関係性を深めていけるように取り組

んでまいりました。 

今年は巳年。この年は「豊穣」「金運を司る神」「たくましい生命力」「再生」を表すそうです。

また、60年に一度巡ってくる乙巳年（きのとみどし）。脱皮し力強く成長し、努力を重ねて成長し

ていくと言われているそうです。 

我々、半田病院職員は 2024年の努力と学びを 2025年に反映しながらもチャレンジを惜しまず、

力強く成長できるよう尽力して参ります。 

どうぞ本年もよろしくお願いいたします。 
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※ご意見・ご要望がございましたら、ホームページ、または院内御意見箱までお願いします。 

つるぎ町立半田病院  〒779-4401 徳島県美馬郡つるぎ町半田字中藪 234-1  

Ｔｅｌ：0883-64-3145 Fax：0883-64-4138   ホームページ https://www.handa-hospital.jp/ 


